
週間国際経済2018（40） №167  12/08～12/16    金俊行（きむじゅねん） 

 

12/08・米賃金、11月3.1％増 FRB、月内利上げ検討 ＜１＞ 

    賃上げと輸入関税が物価上昇圧力に 貿易戦争で設備投資鈍化 スタグフレーション警戒 

  ・防衛費5年総額27兆円 19～23年度中期防 過去最大 対米配慮にじむ 

  ・産油国、120万バレル減産合意 

  ・ファーウェイ、日本でも存在感 部品調達5000億円 ５G整備に影響も ＜２＞ 

 

12/09・中国の対米黒字11月最大の355億ドルに 輸出8カ月連続増 

  ・改正出入国管理法成立 

 

12/10・政府、通信機器調達で指針 漏洩防止、中国企業念頭に 

  ・米首席補佐官が年内退任 ケリー氏、後任人事難航 

 

12/11・携帯4社、中国製を排除 ５G設備、政府に同調 

  ・いずも「空母化」明記 防衛大綱骨子案 F35Bの搭載想定 

 

12/12・ファーウェイ副会長保釈へ カナダ裁判所 米への引き渡し、別途審理 

    トランプ氏が介入示唆「貿易や安全保障にプラスになるならば必ず介入するだろう」 

  ・カナダ元外交官を拘束 中国が報復措置の観測 

  ・外国人就労へ政府間協定 まずアジア8ヵ国と 働き手の不安緩和 ＜３＞ 

 

12/13・日欧EPA2月に発効 欧州議会が承認 

  ・メイ首相 与党信任 不信任が予想上回るも EU離脱交渉、なお不透明 

  ・中国、米産大豆を大量購入 200億円超 「製造2025」見直し検討か、米紙報道 

 

12/14・欧州中銀、量的緩和を終了 金融危機後の政策が転換点 焦点は利上げの時期に 

  ・中国、カナダ人2人拘束 「ファーウェイ問題」関係否定 

  ・辺野古に土砂投入 

 

12/15・与党、税制大綱決定 10月消費増税へ対策厚く 車・住宅で1670億円減税 

  ・ファーウェイ包囲網狭まる 10兆円経済圏供給網に影 米半導体も取引 ＜４＞ 

  ・中国、米社追加関税を停止 1～3月、摩擦緩和へ譲歩 

  ・NY株反落 496ドル安に 景気減速を懸念 

  ・フェイスブック スマホ内写真流出の恐れ 最大680万人 欧州規制当局が調査 

 

12/16・新興国通貨安 企業に重荷 期待の市場で逆風 ＜５＞ 

    円高・新興国通貨安で現地通貨建て売上や利益の円換算目減り 原材料調達費もかさむ 

  ・GW10連休 市場にリスク 海外相場対応難しく 決算発表ピーク重なる 

 



 


